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例 会 

 

 

倶楽部のメイン行事（原則第４日曜日） 
地域と共に活動。技術安全研修を実施。 

 

みんなで森づくり : 健康で生き生きした森を育てます。 

森を育てる技術を磨く : 森づくりを学び、日々実践・研鑽。 

森から学ぶ : 人と森との関わりを学びます。 

森の恵みを伝える : 恵みを利活用し、拡げる活動。 

『もりづくり 私にできることから』をモットーに活動 
 

もりメイト倶楽部Hiroshimaは 1997年から活動している団体です。

広島市周辺の里山等の整備や勉強会のほか、会員の得意分野ごとに多

彩な部会を設け、幅広い活動を展開しています。 

ぜひ一緒に、美しい森を未来に残し伝えるボランティア活動に参加

してみませんか。私たちはあなたの力を待っています！ 

広島市民賞、ひろしま県民活動県知事賞、広島ユネスコ活動奨励賞、 

全国林業普及協会会長賞など受賞歴多数。 

 

 １ 

10 

 

 

５ 

神無月 
 

ゆとりの森での「伐倒方法を学ぶ」研修例会。先輩から後輩へ技術を伝えます。 P3にて報告 

 声かけあって 

事故を起こさない！ 

起こさせない！ 

目指そう 

安全・安心・楽しい 

森づくり活動を！！ 
 

★10 月例会案内 

「スクゥスクゥの森」里山整備 

10 月 26 日(日)：安佐北区白木町  

・・・・・・・・２ 

★例会報告：「ゆとりの森」研修会 

～伐倒方法を学ぶ～ 

・・・・・・・・・３ 
★各部会報告 

・里山：竹炭袋詰め、ナラ枯れ伐倒  

・クラフト：干支・イベント準備  

・・・・・・・・・４ 

★環研部会報告＆お知らせ 

・環研：フィールド 整備 

・第 2 回もりメイトキッズ案内 

・植物観察会のお知らせ 

・・・・・・・・・５ 

★10 月・各部会活動予定他 

森活推進指導員募集 

・・・・・・・・・６ 
 

 

 

・・・・・5 
 

★6 月・各部会の活動予定他 

・・・・・6 

◆株式会社ニシナ屋珈琲 ◆ゆめみらい株式会社 

◆イオンリテール株式会社 イオンスタイル広島府中 

 

 

 

 《 ご支援を誠にありがとうございます。順不同・敬称略 》 

（イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン） 

 ◆(有)ジェイ・アセット・マネジメント 
 

 
◆公益信託 富士フィルム・グリーンファンド 

 



10 月例会《担当：５班》 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆日  時：10月2６日（日）9 時～15 時 少雨決行 
 

 

 

3 班とリーダーは 8 時半集合 

◆持参物  ：山の道具・飲み物・名札・昼食代 300 円 
 

 

 

 

 

 

『スクゥスクゥの森』は妙國寺所有の里山です。 

2016 年にご縁をいただき、翌年から里道の復活な

ど整備を開始。2017 年は 20 周年を迎え、記念行

事を盛大に開催させていただきました。ＪＲなどの

アクセスも良く地域間交流には適しており、大人は

もとより青少年や企業研修等の「自然体験教育セン

ター」として活用しようと、2018 年「スクゥスク

ゥの森 活用実行委員会」が立ち上がりました。以

来、もりメイト倶楽部は、地域の皆さんと共に、こ

の場で活動を続けています。 

今回も妙國寺の坊守さんや地域の方々のご協力

を得て、昼食は地元の新鮮野菜たっぷりの美味しい

食事をご準備いただきます。今秋のひと時、気持ち

のいい汗を流しませんか？是非ご参加を‼ 

 ～写真は昨年の例会から～ 

       

「スクゥスクゥの森」は、自然を学び大切にする体験教育のフィールドとして、地

域の皆さんと共に活動を推し進めています。この度は「山桜」救出・「林分」保全・

「ナラ枯れ木」伐倒、里山道の整備、薪割り等を行います。また、昨年に引き続き、

今期の「もりメイト育成講座」の受講生が参加し、一緒に作業に当たります。 

 

 

 

 

います～  

 

◆申込み：10 月 1５日（水）までに各班長へ連絡。 
 

「スクゥスクゥの森」里山整備  
 

11 月例会は「黄金山山頂エリア」整備を第５日曜《３０日》に行います。詳細は 11 月号にて。 

安佐北区白木町秋山 1479 

 ※ 場所不明の方は、セブンイレブン白木三田店に 8 時 30 分に集合して下さい。 

  

 

 ※当日は弁当はいりません。 

 

 

《参加費》一般・500 円(昼食代含む) 大学生までの青少年は昼食代 300 円 

 

 

 

 

 

 

が 

◆集合場所：妙國寺裏山「スクゥスクゥの森」 

 

 

 

 

 

3 班とリーダーは 8 時半集合 

※ 担当班のメンバー＆リーダーは 8 時までに集合して下さい。 

 

※賛助会員その他参加希望の方は事務局へ電話かメールでご連絡下さい。 

090-6419-7531：info@morimate-ch.com  
 

 

 

２ 

mailto:info@morimate-ch.com


 

 

 

 

 

 

この度の例会は、眺望を損ねている枯損木(マ

ツ、コナラ)伐採に併せ、「伐倒方法を学ぶ」を主

題に研修会形式で実施いたしました。 

これまで、例会で幾度となく「チェーンソー」

「チルホール」を活用した伐倒作業を行ってきま

したが、「機器操作の経験不足」、「作業手順の合意

形成不備」など色々な課題が発生しておりまし

た。そのような、問題を少しでも改善できればと

の思いで A.B.C の３つにグループ分けをして、リ

ーダーを中心に経験者をバランス良く配置し、作

業の役割を何かしら全員が担い、漏れなく体験出

来るような体制にいたしました。 

各リーダーには予め、それぞれの作業項目ごと

に手順の確認事項を作成して渡し、伐倒木の状

態、伐倒方向の確認に始まり、チェーンソーでの

伐倒手順、ロープ掛け、滑車の設置、チルホール

設置操作などの実践指導を、事細かく「見て、聴

いて、さわって」を念頭に、参加者全員が基本を

体験し理解を得る活動になるように工夫を重ねま

した。 

育成講座以来の伐倒作業という会員も多く、実

践経験の浅さから対処法を忘れ、受け口、追い口        

をどの位置に作れば良いか等々、チェーンソー操

作に悪戦苦闘。しかし、外気温の高さ以上の熱意

ある先輩方の指導により、課題ごとの念入りな確

認、時間をかけての機器の取扱い操作等も体験出

来、充実した研修になりました。 

昼食は、各自の手持ち弁当に加え、冷汁と冷や

したスイカをいただき、疲れた体に何よりのご馳

走でした。調理してくださった北田正子、杉田正

子さんには厚くお礼申し上げます。午後からも、

やり残した作業を継続、各グループとも２本～３

本「中、大径木」の伐倒並びに周辺の支障木を除

伐し終了しました。 

ふりかえりに於いて、皆さんからも学びの多い

例会であったとのお話しがあり、担当班としても

事故なく終えられた事に安堵。 

最後に、この様な場を提供して下さったオーナ

ーの沖野様に深く感謝申し上げると共に、終了時

には全員にアイスクリームを差し入れてくださ

り、重ねてお礼申し上げます。 

次回は、やり残した箇所の景観整備に努めさせ

て頂ければと思っております。 

 

【４班 班長 冨田 実】 

 

 

入念な作業
前のミーティ
ング。 
「皆様ご安全
に」 

After 

 
「ゆとりの森」で伐倒方法を学ぶ 実施：８月２４日(日) 

～ 枯 損 木 「 松 、 コ ナ ラ 」 で の 伐 倒 研 修～  

参加： 会員３7 名  
８月例会 

 

 

Before 

チェーンソー
での伐倒作
業。 
指導員の指
導による受
け口作り。 

３ 



 

■雨後曇り 8:00～15:00 

参加者 8 名：地域貢献水路清

掃・竹炭の袋詰め・ナラ枯れ木

伐採活動。早朝の８時、

2mm～３ｍｍ/h の雨

に関わらず「女性４名、男

性３名」集合し、先月雨で中止した地域貢献水路清

掃を実施。地域の世話役をされている新宅様より用

水路上に松の倒木が２か所の処理依頼と合わせ清

掃実行。チェーンソー・ロープ・スコップを手に現

地へ。１か月前は２か所の倒木箇所が６か所あり。

松枯れして腐朽倒木までの期間は十年程かかるよ

うですが、先週からの局地的大雨で一斉に倒れたの

か、周りは松の倒木だらけであり大雨後のこの時期、

松林に入山するときは落枝、倒木に十分注意が必要

だと感じた。山へ入山する場合「ヘルメット」は必

須！ 

さて、小川フィールド内、７月ぐらいに羽化した

「カシノナガキクイムシ」が新たなコナラへ穿孔
せ ん こ う

、葉が

枯れるナラ枯れ発生。雨で滑りやすい作業場であっ

たが２本伐倒処理。松はほとんど腐朽
ふ き ゅ う

し倒木進行中

だが、足元を覗くと実生
み し ょ う

した 10ｃｍほどの幼木・・。

コナラ、クヌギ類はナラ枯れし萌芽
ぼ う が

するも鹿の食害

に遭い再生は難しい。樫類の常緑広葉樹に替わるな

ど、森林循環を感じさせる活動であった。また４月

に焼いた竹炭を 50 袋程袋詰め。これも森の恵みの

循環かと部会経費にしたい。森の中での活動は健康

づくりに貢献する様で 90 歳代の北野先輩も元気に

活動と指導をして頂いております。皆さま、森は健

康、ストレス解消他多様性に富んでいます。樹木の

「フィトンチッド」を体験してみませんか。 

 

 

 

いつも通り、９時から８月の

反省会及び今後予定のミーテ

ィングを行い、作業内容の伝達・注意事項の説明後に作業開

始。まずは、７月に行った草刈りから２ヶ月が経ち、作業場付近の雑草が目

立ってきたので、草刈りを行いました。他のメンバーは、子どもデイサービ

ス「ゆうゆう」の準備と、来年の干支の置物のデザイン選定を行いました。 

13 日もまた、お茶を飲みながらゆったり

とミーティングからスタート。「ゆうゆう」の

準備、また、10 月 25 日(土)広島市植物公園で行われる、「秋のグリーンフ

ェアー」、11月３日(火)に広島市森林公園で行われる「森の市」の準備を行

いました。10月、11月の秋のシーズンは例年イベントが続き、12月にはド

イツクリスマスマーケットの出店要請を受け、準備でてんてこ舞いとなりま

す。是非、皆さまのご協力をお願いします。10月は、４日と 11日の土曜に、

鹿ケ谷作業場でクラフト部会を開催しますので、どなたでも参加自由です。

見学でも良いですから気軽においで下さい。お待ちしております。 

★９月 1４日（日）：小川フィールド 参加者 8 名 

 

竹炭の包装・パンフレット （広瀬祥子氏作）  「カシナガ穿孔」ﾌﾗｽ(木のくず)       用水路上の松倒木処理 
     

里山部会  

 

里山部会長 佐藤謙治 

★９月６日(土) 13 日(土)９：00～15：0０ 参加者 1３名  部会長 岩田 幸信 

クラフト部会  

作業風景沖野さん 

材料製作中 青木さん 



 

 

 

 

今月の主な活動は、担当を決

めて、ツリーハウスの階段の補強と防水塗料の塗装、

倉庫の整理。また、母屋の床が朽ち修繕が必要とな

り、急遽行うこととなりました。 

倉庫に保管している道具や備品すべてに名札を付

け、置き場所や数をリストに記載しました。ツリー

ハウスの階段は、階段の板が外れそうになっていた

り、丸太が朽ちてきて、そろそろ付け替えの時期に

きており強度を上げるための作業を行いました。 

母屋の床の修繕は北田さん、山地さん中心に基礎

部分から板材設置まで行いました。途中雨が降り出

しましたが、少人数で効率よく作業ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

もりメイトキッズフィールドの植物を学ぼうと「植物観察会」を企画いたしました。 

講師は、植物に大変詳しい見勢井顧問と、会報誌に長年「今月のひと枝」のコラムを担当されておりました

原田澄さんです。まずはお気に入りの樹木、植物を見つけながら、少しずつ知識を身につけていきましょう。

自然がより身近に感じられ、山や森での活動も、より楽しくなることでしょう。皆さんの積極的なご参加、

お待ちしております。 

      ■日 時  11 月 24 日（月・祝） 10：00～12：00 

      ■場 所  大竹市松ケ原「もりメイトキッズフィールド」 

      ■持参物  飲料水、タオル、帽子（筆記用具とバインダーは貸出します） 

 

★９月 20 日(土)もりメイトキッズフィールド (大竹市松ヶ原)にて環境整備  

参加人数：７名  部会長 佐々木 綾子 

 

環研部会  報告＆ご案内  
  

 

 

申し込みは佐々木まで。 メールアドレス sasaki＠morimate-ch.com 

５ 

 

★今年のテーマは、「日本昔ばなし」を題材にして今と昔の暮らしを比べながら、体験を通して自然環境

を学んでいます。第 2回「もりメイトキッズ」は五右衛門風呂の語源となった「石川五右衛門」を深ぼりし

ながら、五右衛門風呂の歴史や魅力をスタッフ演じる劇中劇で伝え、実際に五右衛風呂を焚き、足湯を体

験します。また、前回行った「柴刈り」の続き、森のクッキングを行います。 

★まだ人数にゆとりがあります。ご近所やお友だち、お孫さんを誘って奮ってご応募ください。 

  

           

日 時  2025年 10月 19日（日） 9：50～15：00 

場 所  大竹市松ケ原のｷｯｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ 

会 費  小学生以上 2，000円 未就学児 1,000円 

       3歳以下は無料、参加はもちろんＯＫ 

連絡先  kids@morimate-ch.com            

 

植物観察会  in 松ケ原キッズフィールド 
 

第 2 回「もりメイトキッズ」ご案内  

徳永さんをリーダーに倉庫整理 階段修繕のリーダーは川原さん   母屋の床材基礎修繕     床基礎防腐剤塗布 

mailto:kids@morimate-ch.com


■日時 ：10 月 12 日(日)９:00～15:00 

■場所：妙國寺「スクゥスクゥの森」フィールド 

■活動予定：フィールドの草刈り・環境整備 

フィールド調査。  

■持参品：水筒・弁当・山の道具  

■連絡先：佐藤 090-1682-6305 

satoken069@yahoo.co.jp 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

∼ 

 

 

 

 

 

 

 

倶楽部には多彩な部会もあります。いろいろな活動にチャレンジしてみてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の種類 

年会費 
お申込み方法 

会費・ご寄付の振込先 

もりメイト倶楽部 Hiroshima は、「森の再生と自然保護を図る市民の森づくり活動」の先頭に立って 

森林保全の整備活動を展開しています。会員への技術研修や安全講習会などを開催する他、山で採れた 

木材を利用した木工クラフトの作成指導、青少年等に森林管理の重要性を伝えています。 

私たちの活動に共感、賛同して一緒に活動していただける方、またはご寄付を募集しています。 

 

【個人会費】： 3,000 円 

【企業会費】：50,000 円 

 

【広島銀行 白島支店】（普）３２８３３８３ 

【ゆうちょ銀行】１５１７０－１８０２９２９１ 

《口座名》：トクヒ）モリメイトクラブヒロシマ 

下記まで電話、又はメールで 

【電話】090-6419-7531 

【Email】info@morimate-ch.com  

 

 会員＆ご寄付の募集  
 

【正会員】 ：倶楽部の実作業と組織運営に積極的に関わる、個人及び団体。 

【賛助会員】：倶楽部の事業を支援するために入会した個人及び団体。 

 

１１月号の会報発送作業は下記の通り実施します。 

どなたでも、都合のつく方はご参加ください。 

よろしくお願いいたします。 

■日時：10月２９日（水）１８：０0～ 
■場所：袋町市民交流プラザ 3F 

 

 

里山部会  

■10月６日（月）18：30～ 

■場所：袋町プラザ 

■内容：第３回もりメイトキッズ打ち合わせ 

■10月18日（土）9：30～ 

 もりメイトキッズ事前整備 

 ～松ヶ原もりメイトキッズフィールド～ 

■連絡先： 佐々木  

sasaki@morimate-ch.com  

   

環研  
部会 

☆☆☆色々な依頼に応えるために☆☆☆ 

クラフト作品のアイディアを 

大募集しています！ 

～以下の見学、参加もお待ちしています～ 

■10 月４日(土)、11 日(土）9 時～15 時 鹿ヶ谷で作業 

■連絡先：岩田 080-5751-3798 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラフト 
部会 

 

 

 

 

メール便への投稿待ってます!! 

気付きや感動した体験。「こんな事やっていま

す」などの情報提供。お薦め本など、なんでも

welcome。ハンドルネームでどうぞ！ 

６ 

 

 

 

もりメイト俱楽部には、企業や行政から森づくり事業

の依頼が多く入ります。スキルアップのため、また整

備の重要性を理解してもらうために、活躍したい方は

是非、事務局まで連絡下さい！お待ちしています。 

 

to-po@morimate-ch.com 

 

 

★ 森活推進の指導員を募集しています ★ 

 

 例）12 月 21 日㈰ クリスマスマーケット 

   1 月 27 日㈫ なぎさ中学仕事体験 他 

 

～ 引 き 続 き ～  
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